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一
日
も
早
い
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道

立
体
化
を
め
ざ
し
ま
す

3
月
1
5日
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
南
側
の
踏
切
で
2
人
が
亡
く
な
り
。
2

人
が
負
傷
す
る
と
い
う
極
め
て
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、踏
切
事
故
の
抜
本
的
な
解

消
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
交
通
の
円
滑
化
、
駅
東
西
の
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

事
故
の
な
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て

毎
日
多
く
の
人
が
こ
の
踏
切
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
事
故
の
再
発
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
一
日
で
も
早

く
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。現

在
、
地
元
を
中
心
に
、
全
区
的

に
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
化
早

期
実
現
を
求
め
る
署
名
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
議
会
で

も
鉄
道
高
架
化
促
進
議
員
連
盟
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄

道
立
体
化
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
区
は
、
都
、
東
武
鉄
道
お
よ
び
東

京
メ
ト
ロ
の
協
力
を
得
て
「
竹
ノ
塚

駅
周
辺
地
域
道
路
・
鉄
道
立
体
化
検

討
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
国
土

交
通
省
の
参
加
を
得
て
、
検
討
体
制

の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
で
緊
急

踏
切
対
策
を
行
い
ま
す

3
月
の
事
故
発
生
後
、
区
、
都
お

よ
び
東
武
鉄
道
は
、
直
ち
に
国
土
交

通
省
と
共
に
「
竹
ノ
塚
踏
切
対
策
会

議
」
を
設
置
し
、
対
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
る
人
が
、
東
武
伊
勢
崎

線
を
挟
ん
で
竹
ノ
塚
駅
の
東
西
を
、

よ
り
安
全
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
緊
急
避
難
的
な
措
置
と

し
て
、
次
の
対
策
を
早
急
に
行
う
こ

と
で
合
意
し
ま
し
た
(
図
1
)
。

・
駅
南
側
の
踏
切
(
伊
勢
崎
線
第
3
7

号
踏
切
)
に
歩
道
橋
を
設
置
し
ま
す

(図
中
①・
)

こ
の
歩
道
橋
に
は
、
自
転
車
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
斜
路
付
き

階
段
を
設
け
ま
す
。
完
成
は
1
8年
3

月
の
予
定
で
す
。

・
駅
南
側
の
踏
切
の
歩
道
部
分
を

拡
幅
し
ま
す
(
図
中
②・
)

踏
切
内
を
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗

る
人
が
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
完
成
は
6
月

の
予
定
で
す
。

・
竹
ノ
塚
駅
西
口
に
車
い
す
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

(図
中
尊
)

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
東
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
駅
の

自
由
通
路
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま

す
。
完
成
は
9
月
の
予
定
で
す
。

・
駅
北
側
の
踏
切
(
伊
勢
崎
線
第
3
8

号
踏
切
)
を
拡
幅
し
ま
す
(
図
中

④
)完

成
は
6
月
の
予
定
で
す
。

な
お
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
、
区

と
東
武
鉄
道
が
共
同
で
行
い
ま
す
。

③
と
④
に
つ
い
て
は
、
東
武
鉄
道
が

行
い
ま
す
。こ
れ
ら
す
べ
て
の
対
策

に
掛
か
る
概
算
費
用
は
、
5
億
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
ほ

か
、
新
設
す
る
歩
道
橋
や
駅
西
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
案
内
看
板
を
設

置
す
る
な
ど
、
情
報
の
提
供
に
も
努

め
て
い
き
ま
す
。

工
事
の
完
成
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

工
事
は
、
関
係
者
や
近
隣
の
方
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
着
手
す
る
と
共
に
、工
事

期
間
の
短
縮
に
努
め
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、都

市
整
備
部
立
体
化
担
当
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

図1 竹ノ塚駅付近の緊急踏切対策

対策①: 歩道橋の設置
・自転車対応の斜路・エレベーターを併設
・完成予定=18 年3 月

ホ
ー
ム
の
手
前
部
分
を
ま
た
ぐ

形
で
、
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
ま
す

竹の塚保健
総合センター

対策②: 踏切内の自転車・歩行者通行帯の拡幅
・踏切の幅員を変えずに、通行帯を両側を合わ
せて07m 程度拡幅

・完成予定=17 年6 月

・歩行者の通行部分 を広げることで、車との接触の危険を回遘し ます

対策③: エレベーターの新設
・車いす対応のエレベーターを
1基( 11 人乗り) 新設

・完成予定=17 年9 月

対策④: 踏切道の拡幅
・踏切道の幅員を、両側を合わせて04　m

程度拡幅
・完成予定=17 年6 月

拡幅することで、通行もスムーズになります

～凡例～

口 駅自由通路
皿 踏切
㎜ 緊急対策の
実施箇所

EV エレベーター

今号の主な内容

2
・
3
圖
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
人
権
と
同
和
問
題

の
理
解
の
た
め
に

4
・
5
圖
マ
音
楽
で
彩
る
ま
ち
足
立
/
子
育
て
を
応

援
し
ま
す

B
・
7
圖
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら
/
映
像
広
報

番
組
案
内

8
圜
マ
マ
マ
民
生
委
員
特
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

隰3880- 5678　

「区民 の声」を

お待ちしています

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
を
、
国
土
交

通
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た

鈴
木
恒
年
区
長
は
、
4
月
6
日
に

都
へ
、
翌
7
日
に
は
、
区
議
会
の
田

中
章
雄
議
長
、
藤
崎
貞
雄
副
議
長
、

鈴
木
進
議
会
運
営
委
員
長
、
地
元
代

表
者
ら
と
共
に
国
土
交
通
省
に
赴

き
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近

の
鉄
道
立
体
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

鈴
木
区
長
は
、
北
側
一
雄
国
土
交

通
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
し
、「
国

の
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
。
現
在
、
足

立
区
、
東
京
都
お
よ
び
鉄
道
事
業
者

で
行
っ
て
い
る
検
討
会
に
、
国
も
参

加
し
、
ぜ
ひ
一
緒
に
検
討
し
て
欲
し

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
北
側
大
臣
は
、「
連

続
立
体
化
に
向
け
て
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
、
国
も

検
討
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

一
要
望
書
を
北
側
大
臣
に
手
渡
す
鈴
木

区
長
。
今
後
は
立
体
化
に
向
け
て
国

を
含
め
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す

「東京発 未来行 投票用紙は招待きっぷ」 ワ月3 日( 日) 東京都議会議員選挙
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員 に先 着 順

と あ る も の は

5 月11 日

か ら 受 け 付 け

2・3面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

S3880- 5111( 代)
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乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

子
育
て
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育
園

に
通
っ
て
い
な
い
家
庭
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
相
談
日
=
毎
週

月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日
は
除
く
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
内
容
=
経

験
豊
か
な
公
・
私
立
保
育
園
の
職
員

に
よ
る
育
児
相
談
(
秘
密
厳
守
)

実
施
保
育
園
=
公
立
・
私
立
保
育
園

全
園

相
談
方
法
H
電
話
ま
た
は
面

接

場
・
申
先
=
相
談
を
希
望
す
る

各
公
立
・
私
立
保
育
園

問
先
=
保

育
課
保
育
指
導

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
9
5

子
ど
も
の
発
達
相
談

相
談
日
=
6
月
1
4
日
㈹
・
7
月
1
2
日

㈹
・
8
月
2
3
日
収
・
9
月
2
7
日
㈹
・

1
0
月
2
5
日
㈹
∴
1
1
一
月
2
2
日
㈹
・
1
2
月

1
3
日
収
・
1
8
年
1
月
2
4
日
収
・
1
8
年

2
月
1
4
日
収
対
象
=
言
葉
が
遅
れ

て
い
る
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
で
気
に
な
る
点
が
あ

る
方
相
談
員
n
市
川
奈
緒
子
氏
　

(
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
心
理

職
)
申
込
u
電
話
(
要
予
約
)
※

い
ず
れ
も
若
千
名

問
先
=
こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
n
5
月
2
6
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
3
0
分
対
象
u
区
内
在
住

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供

会
員
の
登
録
を
希
望
す
る
方

※
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
、
育
児
の

援
助
が
で
き
る
方
と
援
助
を
受
け
た

い
方
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、
利

用
希
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
会
員
同

士
を
紹
介
す
る
事
業
で
す
内
容
=

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
/
子
育
て

支
援
活
動
の
心
構
え
/
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
説
明
ほ
か
講

師
=
渋
谷
武
子
氏
(
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)
申
込
―

電
話
※
講
習
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
登
録
が
で
き
ま

す
(
登
録
手
続
き
は
午
後
4
時
3
0
分
～

4
時
4
5分
)

場
・
申
先
=
あ
い

あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=

あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

里
帰
り
出
産
の
方
に
健
診

費
用
を
助
成
し
ま
す

対
象
=
出
産
の
た
め
、
都
外
に
あ
る

実
家
に
里
帰
り
(
滞
在
)
し
、
実
家

近
く
の
医
療
機
関
で
妊
婦
健
康
診
査

を
受
け
た
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
受

診
票
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
方

内

容
=
健
診
費
用
の
一
部
を
区
内
共
通

商
品
券
で
助
成
し
ま
す

申
込
=
健

診
日
か
ら
1
年
以
内
に
次
の
も
の
を

持
参
・
:未
使
用
の
妊
婦
健
康
診
査
受

診
票
/
母
子
手
帳
/
印
鑑
/
健
診
の

領
収
書
(
母
子
手
帳
に
健
診
日
の
記

載
が
あ
る
も
の
)

申
・
問
先
=
健

康
推
進
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

血
液
す
っ
き
り
サ
ラ

サ
ラ
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
6
日
㈲
・
1
3
日
㈲
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
=
肥
満
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
高
血
圧
な
ど
が

気
に
な
る
方
内
容
=
▽
1
日
目
・
:

血
液
と
生
活
習
慣
病
/
血
管
を
元
気

に
す
る
食
事
▽
2
日
目
…
運
動
で

元
気
な
身
体
/
口
の
健
康
ア
ッ
プ

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)
申
込
n

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室
「

〝高
齢
期
の
キ

レ
イ
!
〟
を
応
援
」
(
2日
制
)

日
時
=
5
月
2
4
日
収
・
3
1
日
㈹
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
H

▽
1
日
目
・
:
「
若
さ
と
健
康
を
保
つ

食
生
活
と
は
」
長
寿
食
を
探
る
新
情

報

▽
2
日
目
…
実
年
齢
よ
り
若
く

見
せ
る
姿
勢
と
足
腰
を
丈
夫
に
す
る

運
動

定
員
=
2
5
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

介
護
保
険
利
用
者
負
担
減
額

認
定
証
な
ど
を
更
新
し
ま
す

・
生
計
困
難
者
に
対
す
る
利
用
者

負
担
額
軽
減
確
認
証

特
に
生
計
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
軽
減
を
申
し
出
て
い
る
事
業
者

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
利

用
者
負
担
は
1
0
%で
は
な
く
、
5
%

の
負
担
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
確
認
証
の
有
効
期

限
は
6
月
3
0日
で
す
。
終
了
前
に
更

新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

・
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
減
額
認

定
証所

得
税
非
課
税
で
、
障
害
者
施
策

に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
は
、
訪
問
介
護
の

利
用
者
負
担
が
1
0
%で
は
な
く
、
3
%

の
負
担
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
6
月
3
0日
で
す
。
終
了
前
に
更

新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

・
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証介

護
保
険
施
設
の
食
事
負
担
額
は

所
得
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
5
月
3
1日
で
す
。
終
了
前
に
更

新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

節
目
健
康
診
査

4
0
歳
、
5
0
歳
、
6
0
歳
に
な
る
方
を

対
象
に
、
基
本
健
康
診
査
・
各
種
が

ん
検
診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

セ
ッ
ト
に
し
た
節
目
健
康
診
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
年

4
回
に
わ
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
昭

和
2
0
年
、
3
0
年
、
4
0
年
の
そ
れ
ぞ
れ

7
月
1
日
～
9
月
3
0
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

※
申
込
書
は
5
月
1
8日
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
希
望
者
は
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
届
か
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
=
同
封
の
申
込
(
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
記
入

期
限
=
6
月
1
0日
消

印
有
効

問
先
=
成
人
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
(
2

日
制
)

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
時

等
=
表
I
対
象
=
1
8
～
3
9
歳
の
区

内
在
住
女
性

内
容
=
健
康
チ
ェ
ッ

ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯
周

病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度
測
定

な
ど
)
、
健
康
教
室
(
保
健
、
栄
養
、

歯
科
に
つ
い
て
の
学
習
)

定
員
U

各
セ
ン
タ
ー
4
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
土

表1 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

該当する方は申請を
児童育成手当・児童扶養手当

ひとり親家庭などの方に支給します。状況により申請に必要な書類が異な
りますので、お問い合わせください。 内容等= 表2 申・問先= 家庭支援係

03880- 5883

表2 児童育成手当・児童扶養手当一覧

※各手当はそれぞれに所得制限があります。児童扶養手当では、母親および児童がその
監護する児童の父から、その児童について扶養するための費用( 養育費) として受け
取る金品などについて、その80%を所得とします
※児童が児童福祉施設などに入所している場合は対象になりません
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胃
を
手
術
し
た
人
た
ち

の
交
流
会
(
胃
交
会
)

日
時
1
6
月
1
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
―
手
術
後
の

生
活
や
後
遺
症
の
悩
み
な
ど
、
会
員

同
士
で
話
し
合
い
ま
す

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

網
膜
色
素
変
性
症
患

者
会
参
加
者
募
集

日
時
=
6
月
H
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時
場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

内
容
n
網
膜
色
素
変
性
症
で
悩
ん
で

い
る
者
同
士
で
励
ま
す
会
で
す
。
生

活
の
中
で
の
悩
み
を
話
し
た
り
、
情

報
交
換
を
し
ま
す
申
込
u
電
話

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

区
立
保
育
園
臨
時
職
員

な
ど
の
登
録
者
募
集

対
象
=
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方
勤
務
内
容
=
保
育
園
の
保
育

補
助
や
給
食
調
理
補
助
ほ
か
勤
務

条
件
=
▽
欠
員
パ
ー
ト
…
午
前
8
時

3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
の
間
で
6
時

間
程
度
(
各
園
で
指
定
)
▽
朝
夕

保
育
・
:
午
前
7
時
3
0
分
～
1
0
時
、
お

よ
び
午
後
4
時
～
6
時
3
0分
の
間
で
2

～
4
時
間

報
酬
=
▽
欠
員
パ
ー

ト
・
:
時
給
8
2
0円

▽
朝
夕
保
育
…
時

給
8
7
0円

※
交
通
費
は
日
額
8
7
0円
を

限
度
に
支
給

採
用
=
欠
員
が
出
次

第
連
絡
、
該
当
保
育
園
で
面
接

申

込
=
電
話

※
随
時
募
集
し
て
い
ま

す

申
・
問
先
H
保
育
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

足
立
区
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
(
2
級
・
通
学
1
3
0時
間
)

日
程
=
▽
講
義
・
:
6
月
2
9
日
～
7
月

2
9
日
の
う
ち
1
7
日
間
▽
実
習
・
:
8

月
1
日
～
9
月
2
0
日
の
う
ち
5
日
間

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
…
区
内
在
住
/
訪
問
介

護
員
と
し
て
働
く
意
志
が
あ
る
、
ま

た
は
す
で
に
働
い
て
い
る
/
全
日
程

出
席
で
き
る

定
員
H
4
0人
(
作
文

選
考
)

費
用
=
3

万
円

申
込
H

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
作
文
と
申
込
用
紙
を
持
参

ま
た
は
郵
送

※
く
わ
し
く
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

は
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
お
よ
び
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原
で
配
付
し
て

い
ま
す

期
限
=
5
月
2
3日
必
着

場
・
申
先
H
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

啻
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
亙
咼
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(栄
養
改
善

推
進
員
)ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
程
等
=
表
3
対
象
=
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
:
5
5
歳
ま
で
の
女

性
/
全
日
程
参
加
で
き
る
/
食
を
通

じ
て
の
健
康
づ
く
り
に
熱
意
が
あ

る
、
ま
た
は
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
/
講
習
会
修
了
後
、
地
域
で
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
と
共
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
定
員
u

3
0
人
(
抽
選
)
申
込
u
(
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
、
参
加
の
動
機
、「
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
習
会
希
望
」を
明
記
(
結
果
は
、
6

月
1
日
以
降
に
連
絡
)
期
限
H
5

月
2
7日
必
着

申
・
問
先
=
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

〒
1
2
0

・
0
0
3
6
千
住
仲
町
1
9
-
3
　
　
　

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7
　
　
　

膃
(
3
8
8
8
)
5
3
9
6

表3 食生活コンダクター養成講習会日程

※上記以外に自主活動を2 日間行います

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
擁
護

5
月
3
日
は
、「
憲
法
記
念
日
」
。

こ
の
日
は
、
昭
和
2
1年
H
月
3
日
に

公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
が
、
翌
昭

和
2
2年
の
5
月
3
日
に
施
行
さ
れ
た

の
を
記
念
し
て
、
国
の
成
長
を
期
す

る
国
民
の
祝
日
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。日

本
国
憲
法
は
、
前
文
と
H
章
1
0
3

条
の
本
文
で
構
成
さ
れ
、「
国
民
主

権
」「
戦
争
放
棄
」「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。「
基
本
的
人
権
」
と
し
て
、「
す

べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治

的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お

い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
(第
1
4条
)

と
定
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
思
想

お
よ
び
良
心
の
自
由
、
信
教
の
自

由
、
学
問
の
自
由
、
生
存
権
、
教
育

を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の
権
利
な
ど

を
保
障
し
て
い
ま
す
。

今
、
政
府
は
、
国
会
へ
の
再
提
出

を
め
ざ
し
て
「
人
権
擁
護
法
案
」
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
の
主
な
目
的
は
、
次
の

点
に
あ
り
ま
す
。

▽
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ

て
い
る
権
利
と
し
て
の
人
権
を
守

る
た
め
、
人
権
侵
害
に
関
す
る
相

談
に
乗
っ
た
り
、
加
害
者
に
人
権

侵
害
を
や
め
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

▽
被
害
の
回
復
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

人
権
侵
害
の
被
害
者
を
援
助
す
る

仕
組
み
と
し
て
の
人
権
救
済
手
続

き
を
整
備
す
る
こ
と

▽
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
人
権
委
員

会
を
中
心
と
す
る
人
権
擁
護
の
た

め
の
組
織
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
人
権

が
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
守
ら
れ

て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
見
つ
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
・
同
和
係
一

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
を

交
付
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
手
帳
で
す
。
障
害
(
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言
語
、
そ

し
や
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
、
免
疫
機
能
)
の
程
度
に

よ
り
、
I
～
6
級
の
等
級
が
あ
り
ま

す
。な

お
、手
帳
取
得
後
は
、補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
相
談
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
申
込
―
診
断
書

を
持
参

※
診
断
書
用
紙
は
各
福
祉

事
務
所
で
配
付

申
・
問
先
=
各
福

祉
事
務
所
(
表
4
)

愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が

各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障
害
の
程

度
に
よ
り
、
I
～
4
度
の
等
級
が
あ

り
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
=
▽
1
8歳
以
上

の
方
・
:
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

容
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
・
:都
・
足
立
児
童

相
談
所

啻
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

い
ず
れ
も

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象

n
住
所
が
変
わ
っ
た
/
氏
名
が
変
わ

っ
た
/
死
亡
し
た
/
手
帳
を
紛
失
・

破
損
し
た
問
先
u
各
福
祉
事
務
所
　

(表
4
)

表4 福祉事務所一覧

住区健康フェスティバルに参加しませんか

日程等= 表5 内容= 自分の生活環境を見直し、健康づくりを学習/ 健康につ

いて体験できるコーナー/ パネル展示ほか 申込= 当日直接会場へ

表56月～7月上旬の住区健康フェスティバル

Oおわびと訂正 あだち広報4 月25日号3 面「休日応急診療所の案内」の記事内容に、誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】竹の塚休日応急診療所( 内科・小児科、歯科) の所在地「西竹の塚1- 11- 2( エミエルタワー竹の塚2 階) 」《成人保健係》
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音楽 で
彩 る

ま

ち
足

立

～区内に流れる歌声と音楽をお楽しみください～

区内では、大人、子どもを問わず、多くの方
が参加した音楽団体が地域で活動しています。
また、18年度には東京藝術大学千住キャンパスの開校が予定され、区の音楽文化のさらなる

発展が期待されます。
ますます広がる区内の音楽文化。あなたも音楽を通じて文化に触れてみませんか。

お問い合わせは、文化支援係へ
03880 ―5986

区役所に響く筝の音色
「アトリウムコンサート」

日時=5月20日面、午後O時25分～1時場所=区役所1階
区民ロビー 出演= 足立区三曲協会 申込= 当日直接会場へ

吹奏楽
で 地 域に 貢献

足立吹 奏楽団
昭瀚58年に結成され、

「 吹奏楽を通じ、地域への奉仕や、区の文'
化向」二に貢献する団旅をめ芯し、活動中です。

「足立吹奏楽団」つてどんなとこ?
団員は65 人。5日のスプリングコン

サード や2 日の定期演奏会を中剋に活
動しています。団員は随時募集していま
す。
第15 回スプリングコン サート のお 知ら せ
、日時=5 月22 日(日)、午後2 時 場所= ギ

ヤラクシテ ィ・西新井 文化 ホール 入場料= 一般800 円/
高校生以下500円 演奏曲= 交響曲第8 番より(ドヴォk
ルザーク作曲) / 吹奏楽で贈るお茶の問ドラマJ

傑作選 申込= チケ ットを区内生涯学
習公社施設で購入

伝 統の足立吹 奏楽団,

天使
もほほ 笑む 、 さ わやか な歌

声

東京
足立少

年 少女合唱団「 台唱団で の艨々な 餽' 丶
験を通じて、豊かな檣掾と創造牲を

養うと共に、団隹生活の中での朦い人間睚を
培うことをめさしています。
「東京足立1 年1t l 音唱団」つてど九なとこ?
小学餃5・6年生およ、び中91年生の廿子のシニアク

ラスと、ホ学餃2～4年生のジュニアクラス、芒のほが
小学餃1 年生が準団員とし て活動しています。5日の1
定期演奏会( 今目は14 日) や12 日のクリスマス 、
ヂヤリティコンサート を胎め、藾籘的に活抛

畆 しています 団員は随時羲集してい
ます。

日ごろの練習で培 われたその華麗な歌声は、
聴く者の心に響きます

ジャ
ンル

を 問わな い混声合
唱 団足立区民合唱団

rホップから童謡唱歌に`
至るまで、朦々な曲に挑戦している

混声台唱団です。 丶
「足立区§ 台唱団」つてどんなとこ?

団員は約40 人。1 ・8 日の定期隲奏会を中麪
に活動してい
ます。
団 昌は 随皓
蕁集してい

。 ます。

華麗なハーモニーも 扈『け

子ども
でも 、 玄 人並み の 腕

前

足立
ジ ュ ニ ア吹奏楽団「沓楽に熱蟲のあるホ
孛鮫4～6年生で嵎成される吹丶

奏楽団です。基礎淌奏技術を身につける
と共に、楽団での活動を通じ て、豊かな人間
牲をはぐくみます。
「足立ジコニア吹奏楽団」つてと
んなとこ?
3日の定期淌奏会のほが、区内1
での録々な行事で演奏をし て
います。団員は総勢55 人。4,

。 毎年2 日ご ろに募集を
しています。

・ジュニ尨

大
人
も
顔
負
け
の
本
格
的
な
演
奏

足立
に

響 く
交

響曲

足立
シテ

ィ オ ー ケスト
ラ

' 団員を一般公募し、足立区8 オーケス 丶
卜 つとしてスタートした管弦楽団です。定期鯛
奏会のほか、ミニコンサード や地域の催し物に参加
するなど、蠱欲的に地域での演奏活動を行っています。

「足立シティオーケスト ラ」
つてどんなとこ?
団員は約60 人。年2 回のk
定期演奏§ を中1削こ活動
しています。団員は随時
丶 蕁集しています。

本格的な演奏は迫冫嶬 点

足
立
の
文
化
を
「
観
る
、
感
じ
る
、参
加
す
る
」

区

内

の
洋

画
・
彫

刻
・

書

道

・

写

真

作

品

が

大

集

合
「
足

立

区

展

」

日
程
等
=
▽
5
月
3
1
日
～
6
月
5
日

・
:洋
画
/
彫
刻
/
図
工
・
美
術

▽
6

月
7
日
～
1
2日
・
:
書
道
/
写
真

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
1
0時
～

午
後
6
時
(
6
月
5
日
・
1
2日
は
午

後
5
時
ま
で
)

場
所
=

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
=

区
内
で
活
躍
し
て
い
る
方
な
ど
、
公

募
に
よ
る
作
品
展

研
さ
ん
さ
れ
た
作
品
を

た

ん
能

「
美
遊

展

」

日
時
等
―
▽
前
期
(
生
け
花
・
手
芸
・

皐
月
・
園
芸
)
…
5
月
9
9
一
口
～
2
7
日

▽
後
期
(
俳
句
・
盆
景
・
陶
芸
・
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
)
・
:
5
月
2
8
日
～
6

月
3
日
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
(
最
終
口
は
午
後
5

時
)

場
所
―
区
役
所
I
階
区
民

ロ
ビ
ー

申
込
H
当
日
直
接
会
場
へ

足

立

の

文

化

を

体

感

「
文

団

連

セ
ミ

ナ

ー

」

日
時
H
5
日茹
一
日
㈲
、
午
後
1
時
開

演

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
マ
第
1
部
・
:
中
学
生
の
三
曲

に
よ
る
「
さ
く
ら
」
の
大
合
唱

▽

第
2
部
…
三
曲
、
舞
踊
芸
能
、
民
謡

に
よ
る
舞
台
披
露
(
セ
ミ
ナ
古

申
込
―
当
日
直
接
会
場
ヘ

ミ

ュ
ー

ジ
カ
ル

に
出

演

し
ま

せ
ん

か

1
2
月
2
3
日
～
2
5
日
に
シ
ア
タ
ー
ー

0
1
0
で
上
演
す
る
「
し
あ
わ
せ
な

モ
ミ
の
木
」
に
出
演
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
公
開
レ
ッ
ス
ン
に

参
加
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
本
番
の

出
演
者
を
選
考
し
ま
す
。
日
時
=

5
月
2
8
日
山
・
6
月
2
5
日
頃
、
い
ず

れ
も
午
後
6
時
～
9
時
3
0
分
6
月

4
日
出
・
H
日
出
、
い
ず
れ
も
午
後

1
時
～
4
時
3
0
分
※
い
ず
れ
か
1

日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

対
象
=

小
学
4
年
生
以
上
の
区
民
(
経
験
不

問
)

指
導
=
原
Ⅲ
一
樹
氏
(
演
出

家
)ほ
か

定
員
=
7
0人
(先
着
順
)

申
込
―
申
込
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
は
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0
で

配
付
。
電
話
請
求
可

期
限
=
各
公

開
レ
ッ
ス
ン
日
の
5
日
前
ま
で

場
・
申
先
=
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
↑
住
3
-
9
2
問

先
=
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

啻
(
5
2
4
4
)
1
0
1
0

文
化
関
連
の
行
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化

支
援
係
へ

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
!

地
域
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
児
童
館

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た
め
、
区
は
、
子

育
て
を
し
て
い
る
家
庭
の
要
望
を
も
と
に
「
あ
だ
ち
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
子
育
て
に
関
わ
る
す
べ
て
の

機
関
が
連
携
し
、
よ
り
良
い
環
境
作
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
中
で
児
童
館
は
、
み
ん
な
の
遊
び
場
。
地
域
の
子
ど
も
と
子
ど

も
に
関
わ
る
大
人
た
ち
が
交
流
し
、「
ほ
っ
と
」
で
き
る
場
所
で
す
。

児
童
館
っ
て
、こ
ん
な

と
こ
ろ

・
み
ん
な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
I・

年
齢
が
異
な
る
子
ど
も
た
ち
が
、

一
緒
に
な
っ
て
ド
ッ
ジ
ボー
ル
や
コ

マ
な
ど
を
使
い
、
た
く
さ
ん
の
遊
び

を
し
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
材

料
を
使
い
、
工
作
や
手
芸
、
料
理
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
運
動
で
体
を
動

か
し
た
り
、
工
作
な
ど
で
指
先
を
使

っ
て
創
造
力
を
働
か
せ
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
一一

年
間
を
通
じ
て
、
人
形
劇
・
ス
ポ

ー
ツ
大
会
・
お
祭
り
な
ど
の
行
事
に

は
、
子
ど
も
が
自
ら
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
企
画
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
作
り
あ

げ
て
い
く
中
で
責
任
感
を
学
び
、
達

成
感
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
・
高
校
生
も

利
用
で
き
ま
す

児
童
館
は
、
中
学
生
・
高
校
生
も

気
軽
に
卓
球
な
ど
で
汗
を
流
し
た

り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

児
童
館
に
よ
っ
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
一
緒
に
遊
べ
ま
す

現
在
、
千
住
・
西
部
・
西
保
木
間

の
3
館
で
は
、
障
害
が
あ
る
子
も
な

い
子
も
、
参
加
し
た
い
子
ど
も
が
一

緒
に
遊
べ
る
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
幅
広
い
世
代
の

人
と
の
交
流
の
場
で
す

ほ
と
ん
ど
の
児
童
館
は
老
人
館
と

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
子
ど
も
が
大
人
に
昔

の
遊
び
や
囲
碁
、
将
棋
を
教
え
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
文

化
を
伝
え
て
い
く
機
会
や
場
所
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
今
、
地
域
全
体
で

児
童
館
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
も
、
よ
り
豊
か
に
育
っ

て
い
き
ま
す
。

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す

児
童
館
は
、「
子
育
て
は
、
楽
し

い
ね
」
と
言
い
合
え
る
、
地
域
の
ひ

ろ
ば
で
す
。
就
学
・
就
園
前
の
子
ど

も
を
持
つ
お
母
さ
ん
な
ど
が
集
ま
っ

て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
悩

み
を
話
し
た
り
し
て
、
気
持
ち
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
保
健
師
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
午
前

中
は
、
遊
具
を
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

子
ど
も
に
も
大
人
に
も

身
近
な
相
談
窓
口
で
す

児
童
館
は
、
遊
び
に
立
ち
寄
っ
た

つ
い
で
に
話
し
が
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。
身
近
な
お
し
ゃ
べ
り
を
き
っ
か

け
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
困
っ
て
い

る
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、
友
だ
ち
や
遊
び
に
つ
い
て
、
P
T
A

行
事
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て

も
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

※
相
談
は
、
千
住
・
西
部
・
西
保
木

間
児
童
館
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
児
童
館
の
開
館
時
間

開
館
時
間
=
▽
4
月
～
9
月
…
午
前

1
0時
～
午
後
6
時

マ
1
0月
～
3
月

…
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

対
象
=

就
学
前
の
乳
・
幼
児
(
保
護
者
同
伴
)

か
ら
1
8歳
ま
で
の
子
ど
も
と
、子
ど

も
に
関
わ
る
大
人

休
館
日
=
日

曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
、
館
内
清
掃

日
(
一
部
の
児
童
館
は
月
曜
日
も
休

館
)

問先= 住区推 進課指 導相 談係

03880- 5868
区 ・ホ ームペ ージで住区 推進 課

を 開く と、 児童館 の ホームペ ー

ジを見 るこ とが で きます 。活用

し てく ださい。腿ht t p: / /wwwci t yadachi t okyoj p/

,楽し< いち 囗こ! !

西 保 木 間 児 童 館 イ ベ ン ト 情 報

・ おばけやしき
日時=5月26日床)・27日㈲、午後3時30分～5時30分・
おばけランドで遊ぼう! ( みんなで遊ぼう)

日時=5 月28日(二Lミ)、午後1 時30分
※ 障害のある子もない子も来てください

いずれも
対象=幼児(保護者同伴)～大人申込
= 当日直接会場へ 場・問先= 西保木間児童館

03884 ―1114

5
月
1
6
日
～
2
2
日

春
の
行
政
相
談
週
間

暮
ら

し

の
中

で

、
国

の
仕

事
な

ど

に
関
す

る
苦

情

や
意
見

・
要

望

に
つ

い
て

、
行
政

相
談

委
員

が
相

談

に
応

じ

て

い
ま
す
(

表
1
)

。

委

員

は
総

務
大

臣

か
ら
委

嘱

さ
れ

た
民
間

有
識

者

で

、
皆

さ

ん
か
ら

の

相

談

に
対
し

て
適

切
な

処
置

や
助

言

を
行

い
ま
す

内

容

―
国

の
行

政

全

般
(

年

金

、
道
路

、
河

川

、
郵
便

、

登
記

、
福
祉

な
ど

に
関

す

る
相
談
)

費
用
U

無
料

申

込
U

各
行

政
相

談

委

員

に
直
接

電
話

問

先
=

区

民

の

声

相
談

課
相

談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

・

行
政

苦
情
1
1
0

番
(

東

京
行

政

評

価
事

務
所
)

啻
0
5
7
0
(
0
9
0
)
1
1
0
　
　
　

隰
(
5
3
3
1
)
1
7
6
1

5
J
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
s
o
u
m
u
g
o
j
p
/

・
東
京
総
合
行
政
相
談
所
(
西
武
百

貨
店
池
袋
店
フ
階
、
休
業
日
を
除
き

毎
日
受
け
付
け
)

啻
(
3
9
8
7
)
0
2
2
9

表1 行政相談委員名簿

第
2
7回
足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
8日
に
予
定
し
て
い
る
足
立

の
花
火
大
会
は
、「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
の
開
業
を
祝
し
て
、
宇
宙

に
向
か
い
、
1
万
発
の
花
火
で
夜
空

を
彩
り
ま
す
。

個
人
協
賛
金
を
募
集
し
ま
す

期
間
中
に
協
賛
い
た
だ
い
た
方
の

氏
名
を
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し

ま
す
。
口
数
に
か
か
わ
ら
ず
掲
載
す

る
サ
イ
ズ
は
同
じ
で
す
。
ま
た
、
観

光
交
流
協
会
会
員
席
券
を
配
付
し
ま

す
(
1
口
2
枚
)
。
金
額
=
1
口
5

千
円
(
何
口
で
も
可
)

申
込
=
▽

持
参
ま
た
は
、
郵
便
振
替
…
所
定
の

振
替
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
振
替
手
数

料
は
協
会
が
負
担
し
ま
す

▽
現
金

書
留
・
:現
金
書
留
用
封
筒
の
表
に

『
花
火
大
会
協
賛
金
』
と
朱
書
き

し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

企
業
協
賛
金
を
募
集
し
ま
す

期
間
中
に
協
賛
い
た
だ
い
た
団
体

の
P
R
を
口
数
に
応
じ
た
サ
イ
ズ

で
、
全
戸
配
付
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲

載
し
ま
す
。
申
込
み
方
法
な
ど
く
わ

し
く
は
、
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

金
額
U
I
日
5
万
円
(
何
口
で
も

可
)

い
ず
れ
も

期
間
=
5
月
1
0
日
～
6
月
1
7
日

申
・
問
先
=
観
光
交
流
協
会
(
観
光

交
流
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
人
間
力

育
成
特
区
誕
生
!

3
月
2
8日
に
、
区
が
構
造
改
革
特

別
区
域
計
画
に
認
定
さ
れ
た
。「
小
中

一
貫
教
育
に
よ
る
人
間
力
育
成
特

区
」
は
、
9
年
間
の
一
貫
し
た
学
習

過
程
の
も
と
で
人
間
力
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
区
の
認
定
に
よ
り
、
1
8年
度
に

興
本
小
学
校
と
扇
中
学
校
を
一
貫
校

と
し
て
開
設
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
既
存
の
6
・
3
制
を
4
・
3
・
2

制
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
学
び
の

基
本
」
「
意
欲
的
な
学
習
」
「
主

体
的
な
学
習
」
姿
勢
が
身
に
っ
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
区
の
認
定
に
よ
り
、
英

語
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
「
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」
を
新
た
に

設
け
る
と
共
に
、「
豊
か
な
心
の
時

問
」
と
し
て
道
徳
の
時
間
を
増
や
し

て
心
の
教
育
の
充
実
を
図
り
、
人
間

力
の
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
学
力
向
上
推
進
室

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
2

小泉純一郎総理大臣から特区認
定証を受け取る鈴木恒年区長

○ おわびと訂正 あだち広報4 月25日号4 面の「あだちを歩こう」千住コースの地図に誤りがありました。おわびして訂正します。【正】千寿本町小《広報係》
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
5 月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

03880- 5111( 代)
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特
別
区
民
税
・
都
民
税
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

・
妻
に
対
す
る
均
等
割
非
課
税
措
置

を
廃
止
し
ま
す

1
7年
度
か
ら
均
等
割
の
納
税
義
務

を
有
す
る
夫
と
生
計
を
一
に
し
、
同

じ
区
内
に
住
む
妻
に
対
す
る
均
等
割

非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
妻
も
年

額
4
千
円
(
区
民
税
3
千
円
、
都
民

税
千
円
)
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
経
過

措
置
と
し
て
1
7年
度
は
年
額
2
千
円

(区
民
税
千
5
0
0円
、
都
民
税
5
0
0円)

に
な
り
ま
す
。

・
配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ
分
を

廃
止
し
ま
す

こ
れ
ま
で
、
配
偶
者
の
合
計
所
得

が
3
8万
円
(
給
与
収
入
の
場
合
1
0
3万

円
)
未
満
の
場
合
に
、
通
常
の
配
偶

者
控
除
に
加
え
、
合
計
所
得
金
額
に

応
じ
て
、
配
偶
者
特
別
控
除
も
上
乗

せ
し
て
い
た
の
も
、
1
7年
度
か
ら
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。
※
配
偶
者
の

合
計
所
得
が
3
8万
円
超
7
6万
円
未
満

の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
方

に
対
す
る
配
偶
者
特
別
控
除
は
存
続

し
ま
す

い
ず
れ
も

問
先
=
課
税
第
∇

二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1一
〇

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
2
0歳
以
上
の
方
(
学

生
含
む
)
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
学
生
に
つ
い
て
は
、
収
入

が
少
な
く
納
付
が
難
し
い
場
合
、
在

学
中
の
保
険
料
支
払
い
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
事

故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て
も
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
る
の
で
、
必
ず
毎
年
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
U
大
学
、
短
大
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
の
う
ち
1
年
以
上
在
学
す

る
学
生
で
、
前
年
の
本
人
所
得
が
1
1
8

万
円
以
下

申
込
=
年
金
手
帳
(
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
)
/

学
生
証

(
写
し
可
)
/

印
鑑
を
持
参

申
先
=

年
金
適
用
係
ま
た
は
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
厚
生
年
金

や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受

け
ら
れ
る
7
5歳
未
満
の
方
と
そ
の
被

扶
養
者
の
方
は
「
退
職
者
医
療
制

度
」
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
老
人
保
健
の
医

療
証
を
お
持
ち
の
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
※
「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

自
己
負
担
割
合
は
1
5年
4
月
か
ら
3

歳
以
上
7
0歳
未
満
の
方
は
す
べ
て
3

割
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し
く

は
、
事
前
に
こ
く
ほ
年
金
課
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
=
こ

く
ほ
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

問
先
U
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

軽
自
動
車
税
の
納
期

限
は
5
月
3
1日
で
す

1
7年
4

月
1

日
現
在

、
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

へ
、
1
7
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
を
5
月
一
1
1
一
日
ご
ろ
に
送
付
し
ま

す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行

、
郵
便

局
ま
た
は
金
融
機
関
、
区
役
所

、
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

問
先
H

軽
自
動
車
税
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
8

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
夕
方

や
日
曜
・
祝
日
も
撤
去
し
ま
す

4
月
か
ら
夕
方
や
日
曜
・
祝
日
も

放
置
自
転
車
の
街
頭
指
導
・
撤
去
活

動
を
行
い
、
放
置
自
転
車
対
策
を
よ

り
一
層
強
化
し
て
い
ま
す
。
違
法
駐

輪
は
歩
行
者
の
迷
惑
で
す
。
自
転
車

は
、
必
ず
自
転
車
駐
車
場
な
ど
の
定

め
ら
れ
た
場
所
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

問
先
―
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

都
営
住
宅
(地
元
割
り
当

て
)・
区
営
住
宅
の
入
居
者

募
集

申
込
用
紙
配
付
期
間
=
5
月
2
4
日
～

3
1日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

対

象
H
家
族
向
け

配
付
場
所
H
住
宅

管
理
係
、区
民
事
務
所

※
な
く
な

り
次
第
配
付
終
了
。
く
わ
し
く
は
、

募
集
の
し
お
り
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い

問
先
=
住
宅
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

住
居
表
示
板
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す

対
象
n
本
木
束
・
西
・
南
・
北
町
、

西
竹
の
塚
一
丁
目
、
東
伊
興
丁

二

丁
目

内
容
=
街
区
表
示
板
と
家
屋

の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
町

名
・
住
居
番
号
表
示
板
(
緑
色
の
ア

ル
ミ
板
)
の
破
損
・
紛
失
な
ど
を
、

区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
調

査
し
ま
す

期
間
=
5
月
下
旬
～
7

月
下
旬
予
定

問
先
=
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示啻

(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
方
に

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象
=

区
内

在

住
で

、
過

去
3

年

間

助
成

を
受

け
て

い
な

い
方
(
I

世
帯

当
1

台

限
り
)

内

容
H

生

ご
み

処

理
機

・
コ

ン

ポ
ス
ト
化

容

器

の
購
入

価
格

の
2

分

の
I
(

上
限
1

万
円
)

を
補

助

申
込
=

所
定

の
申
請

書
に

よ
り

受
け

付
け

※
申

請

書
は

普
及

啓
発

係

で
配
付

、
ま

た
は
区

・
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ

か
ら

も

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
で

き
ま

す

問
先
=

普

及
啓
発

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

R
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o

k
y
o
j
p
/

ま
ち
の
緑
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

接
道
部
緑
化
工
事
助
成
制
度

景
観
、
防
災
、
環
境
に
配
慮
し
た

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
道

路
に
接
す
る
場
所
の
緑
化
工
事
を
行

う
方
に
、
工
事
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
(
表
I
)
。
必
ず
工
事
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
助
成

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

係
啻
(
3
8
8
0
)
5
1
-
8
8

表1 緑化工事助成制度対象工事および限度額

奈交付額は工事の実費相当額とし、工事内容に応
じて助成金額の限度を定めています

消
費
生
活
の
問
題
を
勉
強
す

る
方
へ
講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
2
0人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
・

団
体
(
町
会
・
自
治
会
・
学
校
・
会

社
な
ど
)
内
容
=
訪
問
販
売
・
点

検
商
法
な
ど
悪
質
商
法
の
手
口
と
予

防
な
ど
の
消
費
生
活
問
題
で
消
費
者

セ
ン
タ
ー
が
適
当
と
認
め
る
も
の

申
込
=
事
前
に
開
催
日
時
(
原
則
平

日
で
2
時
間
以
内
)
、
場
所
、
内
容

を
決
め
て
お
き
、
電
話
で
申
請

※

開
催
場
所
は
申
請
者
が
用
意
。
講
師

費
用
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
負
担
(
限

度
額
あ
り
)

申
・
問
先
=
消
費
者

セ
ン
タ
ー啻

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す

男

女
共

同

参
画

計
画

の
重
要

事
項

と

計
画

の
実

施
状

況
に

つ

い
て
審
議

し

、
意

見

を

述

べ

る

、
「
男

女

共

同

参
画

推
進

委

員
会

」
委

員
を
募

集
し

ま

す

。

対
象
=

区
内

在

住
・
在
勤

・

在

学
で
2
0
歳

以
上

の
方

任

期
=
2

年

内

容
=

会
議

を
年
4

回

、
ほ

か

に
テ

ー
マ

ご
と
に
小

委

員
会

を
予
定

報

酬
=

会

議
I

回

に

つ
き
7

千

円

募
集

人

数
=
4

人

選

考
=

論
文

・

所
定

の
申

込

書

※
申
込

書

・
募
集

案
内

は
男

女

参
画

プ

ラ
ザ
で

配
付

、

ま
た
は
区

・
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

か
ら

ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き

ま
す

論

文
課
題
n

「
私

の
提

案
す

る
足

立
区

の
男
女

共

同
参
画

」(
8
0
0字
程

度
)

※
応
募

書

類
は
返

却

し
ま

せ
ん

申

込
=

所

定

の
申
込

書

と
論

文
を

持
参

ま

た
は

郵

送

期
限
=
5

月
3
0
日
消
印

有
効

申

・
問

先
=

男
女

参
画

プ

ラ
ザ

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

跚
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o

k
y
o
j
p
/

桑袋ビオトープ公園が開園します
ビオトープ( Bi Ot Op) の語源は、ギリシヤ語で「bi o=

生き物+t op= 住むところ」と言う意味のドイツ語の造語で
す。身近な水辺を再現した公園で、楽しみながら自然や環境
について体験や学習ができます。 開園予定日=5 月27日面
問先= 桑袋ビオトープ公園( 花畑8- 2- 2)

Q3884- 1021

綾瀬川に隣接するビオトープ公園

5月の休日納税・納付相談

日時=5月22日日、午前9時～
午後4 時 場所= 区役所 問先=
納税相談係TT3880 ―5236

徴収推進係03880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

03880 ―5243
介護保険課収納管理係

03880 ―5744

ペット ボトルは「資源」です
ペットボトルは、週1 回の資源回収日に各集積所で

回収しています。なお、排出する際は、レ ジ袋などに
は入れずに集積所備え付けのネット袋やコンテナに直
接、入れてください( 事業系のものは除く) 。
ネット袋やコンテナが集積所に設置されていない場

合 は、管轄の清掃事務所 にお問い合 わせください。
「資源」として回収されたペットボトルは、リサイク
ルされ、新たなペットボトルに生まれ変わります。「ご
み」として出すのではなく、「資源」の有効利用にご
協力をお願いし ます。

キャップ・ラベルをはずす(

キャップ・ラベルは不燃ごみへ)
中をサッと水洗いする つぶす

ネット袋かコンテナ
に出してください

リサイクル施設新たなペットボトルなど
に生まれ変わります

問先= 計画課清掃計画係03880- 5813
足立東清掃事務所( 千住地区および国道4 号線より東側)

03889- 0711
足立西清掃事務所( 千住地区を除く国道4 号線より西側)　

03853- 2141
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都
市
計
画
案
・
原
案
の
縦
覧

変
更
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
西
新
井
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
の

決
定
、
西
新
井
第
三
住
宅
一
団
地
の

住
宅
施
設
の
変
更
(
計
画
案
)

区
域
=
西
新
井
三
丁
目
地
内
縦

覧
・
意
見
書
提
出
期
間
U
5
月
1
6
日
～

3
0日

麈
足
立
東
部
地
域
平
野
・
東
六
月
町

地
区
地
区
計
画
変
更
(
計
画
原
案
)

区
域
=
東
六
月
町
、
一
ッ
家
一
丁

目
、
平
野
一
圭
二
丁
目
お
よ
び
保
木

間
一
丁
目
各
地
内
縦
覧
期
間
=
5

月
1
0
日
～
2
4
日
意
見
書
提
出
期
間

=
5
月
1
0
日
～
3
1
日

い
ず
れ
も

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
・
問
先
=

都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

】

足
立
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
(
素
案
)
の
意
見
を
募
集

区

の

都

市

計

画

に

関

す

る

基

本

的

な

方

針

を

策

定

し

ま

す

。
素

案

に

つ

い
て

、
皆

さ

ん

の

意

見

を

広

く

募

集

し

ま

す

。

申

込
=

郵

便

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

、
住

所

、
氏

名

ま

た

は

名

称
(

法

人

や
団

体

は

代

表

者

氏

名
)

、
電

話

番

号

、
意

見

を

明

記

期

限
=
6

月
1
0

日

必

着

申

・

問

先
=

都

市

計

画

係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中

央

本

町
I
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
5

1
2
j
t
o
s
i
k
e
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i

t
o
k
y
o
j
p

催
し
物
ガ
イ
ド

' 定員 に先着順1
とあるものは
5 月11 日

から受け付け

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
体
験
満

喫
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
=
6
月
1
6日
㈲
、
午
前
8
時

集
合
場
所
=
区
役
所

対
象
=
観
光

交
流
協
会
会
員
ま
た
は
入
会
す
る
こ

と
が
可
能
な
方
(
年
会
費
3
千
円
)

内
容
H
鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー
内
で

の
盆
栽
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
押
し
花

(
い
ず
れ
か
の
教
室
)
/

か
ぬ
ま
和

牛
の
昼
食
/
鹿
沼
市
内
見
学

定
員
=
6
5

人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
観
光

交
流
協
会
会
員
・
:
5
千
5
0
0百円

会

員
家
族
…
6
千
円

※
共
に
昼
食
代

含
む
。
観
光
交
流
協
会
以
外
の
方
が

参
加
す
る
場
合
は
、
新
た
に
観
光
交

流
協
会
に
入
会
す
る
こ
と
が
前
提
で

す

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
緊
急
連
絡
先
、
希
望
す
る
教

室
名
、
お
よ
び
経
験
の
有
無
を
明

記
。
返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期

限
=
5
月
2
7日
必
着

申
・
問
先
H

観
光
交
流
協
会
(
観
光
交
流
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

男
性
セ
ミ
ナ
ー
「
い
ろ
は
か
ら

始
め
る
男
の
料
理
教
室
」

日
時
=
6
月
5
日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
男
性

内
容
H
初
心
者

向
け
の
料
理
実
習
と
講
義

講
師
H

清
水
健
次
氏
(
元
会
社
役
員
)
、
早

瀬
鑛
一
氏
(
評
論
家
)

定
員
-
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
7
0
0円(
材

料
費
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

第
3
回
足
立
区
総
合
水
防
演
習

日
時
1
5
月
2
0
日
面
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
場
所
=
荒
川
右
岸

河
川
敷
千
住
新
橋
緑
地

内
容
=
積

み
土
の
う
工
法
、
ク
レ
ー
ン
を
使
っ

た
大
型
積
み
土
の
う
工
法
、
浸
水
防

止
工
法
、
可
搬
ポ
ン
プ
を
活
用
し
た

排
水
活
動
な
ど
の
実
演

参
加
団
体

=
区
、
千
住
・
足
立
・
西
新
井
消
防

署
、消
防
団

※
一
般
の
方
も
見
学

で
き
ま
す

問
先
=
災
害
対
策
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

N
P
O
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
N
P
O

の
資
金
を
知
ろ
う
!

」

日
時
=
5
月
3
1日
収
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分

内
容
n
N
P
O
活
動
に

必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
方
法
に
つ

い
て
考
え
ま
す

講
師
=
菅
井
明
則

氏
(
日
本
財
団
公
益
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
グ
ル
ー
プ
生
活
チ
ー
ム
リ
ー

グ
古

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※
受
け
付
け
は
火
曜

～
土
曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時

場
・
申
・
問
先
U
N
P
O
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー穴

`
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

ひ
と
り
で
も
、
友
だ
ち
と
一
緒
で

も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
と
青
少
年
セ
ン
タ
ー
最

大
の
館
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い

ま
す
。
日
時
=
5
月
2
1
日
土
、
午

後
1
時
～
4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
対
象
=
幼
児
(
保
護
者
同

伴
)
～
小
・
中
学
生
申
込
=
直
接

現
地
へ

問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
　
消
費
者
の
く
ら
し
～

た
だ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い

業
者
が
突
然
、
家
に
訪
問
し
て
き

て
、
水
道
水
の
点
検
、
無
料
耐
震
診

断
、
配
水
管
の
掃
除
な
ど
を
き
っ
か

け
に
し
た
、
品
物
の
販
売
や
工
事
な

ど
の
勧
誘
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

こ
れ
を
「
点
検
商
法
」
と
い
い
ま

す
。
水
道
水
の
点
検
で
は
浄
水
器
な

ど
の
販
売
、
耐
震
診
断
は
床
下
な
ど

の
高
額
な
補
強
工
事
、
配
水
管
掃
除

は
床
下
換
気
扇
の
販
売
や
水
回
り
工

事
を
す
る
の
が
目
的
で
す
。

い
ず
れ
も
、点
検
が
済
む
と
、「
す

ぐ
に
対
策
を
取
ら
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と
言
っ
て
、
補
修
な
ど

の
契
約
を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
の

が
手
口
で
す
。
普
段
か
ら
気
に
し
た

り
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
で
す
か

ら
、
業
者
の
罠
に
は
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
問
題
点
が
多
い
「
点

検
商
法
」
は
、
訪
問
販
売
を
規
制
す

る
法
律
で
「
禁
止
行
為
」
と
さ
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
販
売
や
勧
誘
目
的

で
訪
問
、
電
話
を
す
る
場
合
は
、
最

初
に
会
社
名
、
販
売
商
品
な
ど
の
対

象
、
そ
し
て
勧
誘
が
目
的
で
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
告
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
告
げ
ず
に
消
費
者
の
自
宅

な
ど
「
公
衆
の
出
入
り
し
な
い
場

所
」
で
勧
誘
し
た
場
合
は
、
罰
則
も

科
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
無
料
」「
点
検
」「
特
別
」
の
言

葉
に
は
、
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
消
費
者
セ
ン
タ
ー
)

(
仮
称
)
あ
だ
ち
新
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す

1
8年
4
月
に
千
住
一
丁
目
の
旧
庁

舎
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
す
る
(
仮
称
)

あ
だ
ち
新
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、

南
棟
が
「
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
」、

北
棟
は
「
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
区
内
産
業
の
活
性
化
と
振
興
の

拠
点
と
な
り
ま
す
。

二
つ
の
建
物
が
区
民
の
方
に
利
用

さ
れ
、
長
く
愛
さ
れ
て
い
く
施
設
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
、
南
棟
と
北
棟

の
総
称
を
募
集
し
ま
す
。
入
選
さ
れ

た
方
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
申
込
=
(
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
総
称
名
、
命
名

の
理
由
を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
に

つ
き
二
点
ま
で
受
け
付
け
ま
す

期

限
=
6
月
1
0日
消
印
有
効

申
・
問

先
U
中
小
企
業
支
援
課
新
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
開
設
準
備

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4,末永く親しまれる名前をお待ちしています

掲

示

板

・
さ
ん
さ
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
は
ば
た
け
I・

大
空
へ
」

日
時
=
5
月
1
4日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
u
イ
ベ
ン
ト
・
模

擬
店
(
パ
ン
・
さ
を
り
織
り
の
販
売
)

な
ど

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
綾
瀬
ひ
ま
わ
り
園

啻
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

・
在
宅
重
症
心
身
障
害
児
(
者
)
へ

の
訪
問
看
護
従
事
者
の
募
集

資
格
n
6
0歳
以
下
の
看
護
師
ま
た
は

保
健
師
※
勤
務
条
件
、
申
込
方
法

な
ど
、
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
期
限
=
5
月
2
7
日
必

着
申
・
問
先
=
東
部
訪
問
看
護
事

業
部
啻
(
5
9
9
5
)
5
0
3
5

・
「
や
っ
て
み
よ
う
I
・
講
座
I
」

日
時
=
6
月
1
1
日
田
・
2
5
日
出
、
7

月
9
日
倒
・
2
3
日
田
・
2
4
日
㈲
内

容
=
知
的
障
害
児
と
の
ふ
れ
あ
い
活

動
費
用
=
千
5
0
0
円
(
高
校
生
は
免

除
)
受
け
付
け
期
間
1
5
月
H
日
～

3
1日

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
都
立
南
花
畑
養
護
学
校

啻
(
5
2
4
2
)
2
3
7
1

あ
だ
ち
広
報
の
掲
載

欄
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か

あ
だ
ち
広
報
に
は
、「
掲
示
板
」

と
「
ひ
ろ
ば
」
と
い
う
お
知
ら
せ
欄

が
あ
り
ま
す
。

・

「
掲
示
板
」・
:毎
号
掲
載

国
や
都
な
ど
の
行
政
機
関
(
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
団
体
)
の
催
し
物

や
、
お
知
ら
せ
な
ど
の
記
事
を
掲
載

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

「
ひ
ろ
ば
」
(
有
料
掲
載
)
・
:
毎

月
2
5日
号
の
み
掲
載

内
容
=

▽
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

(月
会
費
が
4
千
円
を
超
え
な
い
こ

と
)

▽
催
し
物
(
区
内
在
住
・
在

勤
者
が
主
催
し
、
区
内
を
会
場
と
す

る
も
の
。
た
だ
し
、
原
則
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
除
く
)

費
用
=
本

文
・
見
出
し
を
含
め
て
、
1
行
(
1
4

文
字
)
あ
た
り
千
円

申
込
=
所
定

の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
広
報

係
窓
口
へ
持
参

※
申
込
書
は
広
報

係
で
配
付
。
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

期

限
=
掲
載
希
望
月
の
前
月
1
5日
(
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

-
い
ず
れ
も

申

・
問

先
=

広
報

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5
　
　
　
　

囲
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

囲
h
t
t
p
:
/
y
w
w
w
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i

t
o
k
y
o
j
p
/

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』
譱組宗内 ひかっち

今回の番組( 5/ 9～15) は、

「タイムカプセルあだち」

1日2 回放送( 午後O時30 分、午後6 時)

昭和44・45年当時の区内の様子を空撮

映像でお届けする広報番組の人気シリー
ズ「タイムカプセルあだち」。

今回は、この夏に開業するつくばエク

スプレスの駅がある六町と青井周辺を紹

介します。現在、大きな変ぼうを遂げて

いるこれらの地区は、35年前にはどんな

景色が広がっていたのでしょうか? お
見逃しな〈! ! 〈広報係》
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民

生

委

員

・

児

童

委

員

は

、

地

域

の

身

近

な

相

談

員

で

す

～
5
月
1
2日
は
『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』
の
日
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、皆
さ
ん
に
身
近
な
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、

ま
た
、
身
近
な
相
談
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

区
内
に
は
現
在
、厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
5
5
3
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
中
で
、気
楽
に
安
心
し
て
相
談
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

地
域
を
見
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の

中
で
、
生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と

な
ど
を
、
皆
さ
ん
の
立
場
で
考
え
、

相
談
に
乗
り
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害

者
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
な
ど
の
相

談
に
広
く
応
じ
て
い
ま
す
(
表
土

。

そ
の
際
、
福
祉
事
務
所
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
取
っ
て
、
皆
さ
ん
と

行
政
機
関
な
ど
と
の
橋
渡
し
を
行
っ

て
い
ま
す
(
図
1
)
。

児
童
の
健
全
育
成
に

努
め
ま
す

虐
待
や
い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は
深
刻
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
は
、
全
員
が
児

童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

主
任
児
童
委
員
は
児
童
問
題
を
専
門

に
担
当
し
て
い
ま
す
。
児
童
委
員
と

主
任
児
童
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
や
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

に
、
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
は
、

子
ど
も
や
家
庭
か

ら
の
相
談
を
受

け
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
に
連

絡
を
と
る
な
ど
、

問
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
相
談
所
、
学
校
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。秘

密
は
厳
守
し
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
秘

密
を
守
る
「
守
秘
義
務
」
が
あ
り
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
る

の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
民
生
委
員
に
は
受
け
持

ち
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い

の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
民
生
係
へ

日
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

民生委員・児童委員は様々な相談を受け付けます

表1民生委員・児童委員に寄せられた相談内容内訳( 16年4月～17年3月)

図1 民生委員・児童委員のつながり

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係a3880- 5815

ポ イ捨 て　 や めて!
足立区まちをきれいにする条例
地域活動支援係03880- 5856

前区議逮捕を受け、
今後の区の対応を
決定しました
4 月25日に、前区議があっせん収

賄容疑で逮捕されたことで、区民の
皆さんには大変なご迷惑とご心配を
おかけしています。
区では、4 月26日、「今後の区の対

応」を決定し、改善に向け検討を始
めていきます。
現在、湯河原あだち荘に係るあっ

せん収賄容疑に関連して、警察によ
り書類が押収されるなどの捜査が行
われています。この件について、区
としては事実を明らかにするため、
捜査に全面的に協力していきます。
今後、区は、助役を委員長として、

契約を含むコンプライアンス( 法令
遵守) 確立に向けた「コンプライア
ンス推進委員会」(仮称) を設置しま
す。今月初旬に第1 回の委員会を開
催し、プロポーザル方式や指定管理
者制度、入札のあり方などについて
検討を開始して、7 月末には結果を
まとめ、具体的な改革を進めていき
ます。

今年も咲いた
色とりどり の
チュ ーリップ

大人から子どもまで、みんなが知っているチ
ューリップ。今年もかわいらしいその花を、区
内のいろいろな場所で咲かせてくれました。
「赤・白・黄色」と歌にあるように、色どり豊

かなチューリップは、どれもとてもきれいに咲
いています。そのチューリップを見ている人の
顔にも、自然と笑顔が咲きました。

虹の広場。来年は
「つくばエクスプ
レ ス」の車窓 から
も見 えるでしょう

元渕江公園。まる
で花のじゅうたん
のようです

温水プー儿で一石二鳥!
都立東豬瀬公園の広大な敷地の一角にあるけいす

いらんど綾瀬」(東綾瀬3- 4- 1) 。ここには、人気
の開閉式ドーム型の屋内温水プール( 25mx6コース)
と夏季限定( 7月1日～9月15日予定)の屋外プール
があります。
この日も朝早くから、午前9 時の営業開始を心待ち

にする人たちでロビーがにぎやかです。ほとんど、毎
日のように通っていて、ここで知り合いになったとい
う皆さん。友達も作れる、健康づくりにもなる。まさ
に一石二鳥ですね。

まだまだあります
区内の温水プール

[ >ス イムスポーツセンタ
ー・うきうき館( 西保木間4- 10- 1)

[ >千住温水プール・スイミ
ー( 千住3- 30 千寿本町
小学校内)

水の中では、にぎ
やかな声が絶えま
せん

日差しが降りそそぐ
開閉型ドーム

古紙配合率100% 再生紙を使用しています I K291, 220


